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(57)【要約】
【課題】　長期的な経過観察を好適に行うことができる
。
【解決手段】　眼科用光干渉断層計によって異なる検査
日に取得された被検眼の断層画像の解析結果を得て、前
記解析結果の時系列データから形成される統計情報を出
力するための眼科解析装置であって、前記統計情報上の
特定の期間での各検査日に関する複数の二次元画像とし
て出力する複数の二次元画像を選択するための検者から
の選択指示を受け付ける指示受付手段と、前記統計情報
と共に、前記指示受付手段によって選択された前記複数
の二次元画像を並べて出力する制御手段と、を備える。
【選択図】　　　図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
眼科用光干渉断層計によって異なる検査日に取得された被検眼の断層画像の解析結果を得
て、前記解析結果の時系列データから形成される統計情報を出力するための眼科解析装置
であって、
　前記統計情報上の特定の期間での各検査日に関する複数の二次元画像として出力する複
数の二次元画像を選択するための検者からの選択指示を受け付ける指示受付手段と、
　前記統計情報と共に、前記指示受付手段によって選択された前記複数の二次元画像を並
べて出力する制御手段と、
　を備える眼科解析装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記時系列グラフ上において、前記二次元画像が出力された前記特定
の期間を判別可能に出力する請求項１の眼科解析装置。
【請求項３】
前記指示受付手段は、表示手段に表示される二次元画像を変更するための検者からの変更
指示を受け付け、
　前記制御手段は、前記指示受付手段からの変更指示に応じて、前記表示手段に表示する
前記二次元画像を変更する請求項１～２のいずれかの眼科解析装置。
【請求項４】
　指示受付手段は、表示手段に表示された前記二次元画像の少なくとも１つを固定表示画
像として選択するための検者からの選択指示を受け付け、
　前記制御手段は、前記固定表示画像として選択された二次元画像の表示を固定するのに
対し、
　前記指示受付手段からの変更指示に応じて前記固定画像とは異なる他の二次元画像を変
更して表示する請求項３の眼科解析装置。
【請求項５】
前記制御手段は、前記二次元画像として、撮影画像と解析画像の少なくともいずれかを出
力する請求項１～４のいずれかの眼科解析装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記撮影画像として、前記眼科用光干渉断層計によって取得された断
層画像、前記断層画像と同じ日に取得された正面画像の少なくともいずれかを出力する請
求項５の眼科解析装置。
【請求項７】
前記制御手段は、前記解析画像として、解析マップ、解析チャート、解析結果表、の少な
くともいずれかを出力する請求項５～６のいずれかの眼科解析装置。
【請求項８】
　眼科用光干渉断層計によって異なる日に取得された被検眼の断層画像の解析結果を得て
、前記解析結果の時系列データから形成される統計情報を出力するための眼科解析装置に
おいて実行される眼科解析プログラムであって、
　前記眼科解析装置のプロセッサによって実行されることで、
　前記統計情報上の特定の期間での各検査日に関する複数の二次元画像として出力する複
数の二次元画像を選択するための検者からの選択指示を受け付ける指示受付ステップと、
　前記統計情報と共に、前記指示受付ステップにおいて選択された前記複数の二次元画像
を並べて出力先に出力する出力ステップと、
　を前記眼科解析装置に実行させることを特徴とする眼科解析プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　被検眼を解析する眼科解析装置、及びプログラムに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　眼科用光干渉断層計（ＯＣＴ：optical coherence tomography）によって、異なる検査
日において被検眼の同一部位における画像を取得し、経過観察を行う場合がある。例えば
、眼底用ＯＣＴの場合、眼底の断層画像が複数回に亘って取得され、断層画像の変化から
病変部の経過が観察される（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２４６９０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　被検眼の疾患の場合、経過観察のスパンが非常に長期に渡る場合がありうる（例えば、
眼底の黄斑疾患、緑内障など）。
【０００５】
　そして、長期の経過観察での解析結果を容易に確認できるような検者にとって使いやす
い解析装置、解析ソフトウェアが望まれている。例えば、上記特許文献では、数枚の断層
画像を並列して表示する程度であり、長期観察の結果を出力するには不十分であった。
【０００６】
　本件発明は、長期的な経過観察を好適に行うことができる眼科解析装置を提供すること
を技術課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明は以下のような構成を備えることを特徴とする。
【０００８】
　（１）　眼科用光干渉断層計によって異なる検査日に取得された被検眼の断層画像の解
析結果を得て、前記解析結果の時系列データから形成される統計情報を出力するための眼
科解析装置であって、
　前記統計情報上の特定の期間での各検査日に関する複数の二次元画像として出力する複
数の二次元画像を選択するための検者からの選択指示を受け付ける指示受付手段と、
　前記統計情報と共に、前記指示受付手段によって選択された前記複数の二次元画像を並
べて出力する制御手段と、
　を備える眼科解析装置。
　（２）
　前記制御手段は、前記時系列グラフ上において、前記二次元画像が出力された前記特定
の期間を判別可能に出力する（１）の眼科解析装置。
　（３）　前記指示受付手段は、表示手段に表示される二次元画像を変更するための検者
からの変更指示を受け付け、
　前記制御手段は、前記指示受付手段からの変更指示に応じて、前記表示手段に表示する
前記二次元画像を変更する（１）～（２）のいずれかの眼科解析装置。
　（４）
　指示受付手段は、表示手段に表示された前記二次元画像の少なくとも１つを固定表示画
像として選択するための検者からの選択指示を受け付け、
　前記制御手段は、前記固定表示画像として選択された二次元画像の表示を固定するのに
対し、
　前記指示受付手段からの変更指示に応じて前記固定画像とは異なる他の二次元画像を変
更して表示する（３）の眼科解析装置。
　（５）　前記制御手段は、前記二次元画像として、撮影画像と解析画像の少なくともい
ずれかを出力する（１）～（４）のいずれかの眼科解析装置。
　（６）
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　前記制御手段は、前記撮影画像として、前記眼科用光干渉断層計によって取得された断
層画像、前記断層画像と同じ日に取得された正面画像の少なくともいずれかを出力する（
５）の眼科解析装置。
　（７）　前記制御手段は、前記解析画像として、解析マップ、解析チャート、解析結果
表、の少なくともいずれかを出力する（５）～（６）のいずれかの眼科解析装置。
　（８）
　眼科用光干渉断層計によって異なる日に取得された被検眼の断層画像の解析結果を得て
、前記解析結果の時系列データから形成される統計情報を出力するための眼科解析装置に
おいて実行される眼科解析プログラムであって、
　前記眼科解析装置のプロセッサによって実行されることで、
　前記統計情報上の特定の期間での各検査日に関する複数の二次元画像として出力する複
数の二次元画像を選択するための検者からの選択指示を受け付ける指示受付ステップと、
　前記統計情報と共に、前記指示受付ステップにおいて選択された前記複数の二次元画像
を並べて出力先に出力する出力ステップと、
　を前記眼科解析装置に実行させることを特徴とする眼科解析プログラム。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、長期的な経過観察を好適に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施例に係る眼科解析装置の構成を示すブロック図である。
【図２】イベント情報の付与の一例を示すフローチャートである。
【図３】検者によって選択された解析領域に関する時系列グラフを出力する場合の一例を
示す図である。
【図４】イベント情報の付与の一例を示す表示画面を示す図である。
【図５】図４の表示画面に表示するデータのカスタマイズの一例を示す図である。
【図６】乳頭解析に係る解析結果表示画面の一例を示す図である。
【図７】乳頭解析に係る解析結果表示画面でのカスタマイズの一例を示す図である。
【図８】特定の期間における各検査日に関する二次元画像の出力する場合の一例を示す表
示画面の図である。
【図９Ａ】二次元画像の一部が固定される場合の表示画面の一例を示す図である。
【図９Ｂ】固定表示に対し、他の二次元画像が変更される場合の表示画面の一例を示す図
である。
【図１０】注目検査データからの網膜厚比較を行う場合の一例を示す図である。
【図１１】断層画像上での経過観察位置を設定する表示画面の一例を示す図である。
【図１２】断層画像上でライン表示を用いて経過観察位置を設定する表示画面の一例を示
す図である。
【図１３】断層画像上で枠表示を用いて経過観察位置を設定する表示画面の一例を示す図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。図１～図１３は本実施形態の実施例に係
る図である。なお、以下の＜＞にて分類された項目は、独立又は関連して利用されうる。
【００１２】
　＜概要＞
　眼科解析装置は、光干渉断層計（例えば、光干渉断層計１０）によって異なる日に取得
された被検眼の断層画像の解析結果を得て、得られた解析結果の時系列データから形成さ
れる統計情報を出力する。
【００１３】
　なお、解析結果としては、例えば、眼底断層画像の解析結果、前眼部断層画像の解析結
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果のいずれかが適用される。解析結果としては、例えば、角膜から眼底までの眼全体の断
層画像の解析結果であってもよい。
【００１４】
　解析結果としては、例えば、被検眼の厚み（例えば、角膜厚、水晶体厚、網膜層、脈絡
膜の少なくとも１層の厚み）、被検眼の曲率（例えば、角膜曲率、水晶体前面/後面曲率
、網膜層の少なくとも１層の曲率）などが取得される。なお、解析結果は、例えば、解析
値（例えば、厚み/曲率の数値データ、眼底乳頭のＣ（カップ）／Ｄ（ディスク）比など
の解析パラメータ値など）、前眼部隅角の測定値（例えば、ＡＣＤ，ＴＩＳＡ、ＡＮＧＬ
Ｅ等）、病変計測情報（例えば、サイズ、面積、体積の少なくともいずれか）などの情報
として出力される。また、解析結果として、解析値を段階的に区分した評価値（例えば、
Ａ～Ｆの６段階評価など）であってもよい。なお、例えば、病変のサイズについて、病変
領域を画像処理により検出して、病変のサイズ、面積、体積のいずれかを計測し、統計化
してもよい。
【００１５】
　指示受付部（例えば、ＣＰＵ２０）は、検者からの選択指示を受け付ける機能を有する
。指示受付部は、例えば、タッチパネル、マウス、キーボードなどのユーザインターフェ
ース（操作入力部）からの操作信号を受け付けることができる。
【００１６】
　入力受付部（例えば、ＣＰＵ２０）は、検者、装置の一つの構成からの入力を受け付け
る機能を有する。入力受付部は、例えば、入力部４（例えば、タッチパネル、マウス、キ
ーボードなどのユーザインターフェース）からの操作信号を受け付けることができる。入
力受付部は、例えば、各種情報を記憶する記憶部からのデータを受け付けることができる
。
【００１７】
　制御部（例えば、ＣＰＵ２０）は、時系列グラフを出力する。出力先としては、例えば
、表示部（例えば、表示部１）／プリンタ等の出力部（出力デバイス）、並びにハードデ
ィスク／ＵＳＢメモリなどの記憶部（記憶デバイス）等がありうる。表示部の場合、時系
列グラフがモニタ上に表示され、プリンタの場合、時系列グラフが印刷される。記憶デ部
場合、記憶部に記憶された時系列グラフは、出力部への出力が可能な状態となる。
【００１８】
　なお、制御部は、例えば、時系列グラフを含む画像データとして記憶部に記憶すると、
記憶部から画像データを出力デバイスに出力すればよいため、有利である。
【００１９】
　なお、出力先のデバイスとしては、例えば、光干渉断層計に搭載された構成、光干渉断
層計に外付けされた構成、光干渉断層計とは離れた位置に配置された構成、の少なくとも
いずれかを用いることができる。
【００２０】
　なお、記憶部としては、例えば、ＯＣＴデバイス装置本体に設けられた記憶部、外部の
サーバーに設けられた記憶部、パーソナルコンピュータに設けられた記憶部などであって
もよい。もちろん眼底解析プログラムが格納された記憶部、各解析結果が記憶された記憶
部、統計情報が記憶される記憶部、はそれぞれ別構成であってもよい。もちろん、同一の
構成であってもよい。
【００２１】
　制御部（例えば、ＣＰＵ２０）は、異なる日に取得された被検眼の断層画像の解析結果
を記憶する記憶部（例えば、記憶部３０）から、解析結果の時系列データを取得し、時系
列データからなる時系列グラフを出力してもよい。
【００２２】
　なお、制御部が出力するデータは、時系列グラフに限定されず、解析結果の時系列デー
タから形成される統計情報（例えば、数値、図表）であればよい。統計情報としては、解
析結果の分布が時系列にまとめられ、時系列データの特性が把握可能な統計結果であれば
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よい。また、統計情報としては、統計結果が、数値や図表で表現されていることが好まし
い。ただし、以下の説明では、統計情報の１つとして時系列グラフを中心に説明するが、
他の統計情報においても、適用可能である。
【００２３】
　＜トレンドグラフ（図４～図８参照）＞
　制御部は、例えば、時系列データを回帰分析することによって回帰直線を取得すると共
に、回帰直線によるトレンドグラフを時系列グラフとして出力してもよい。制御部は、例
えば、取得された回帰直線の傾きもしくはｐ値を出力してもよい。なお、制御部は、回帰
分析によって回帰曲線を取得し、回帰曲線によるトレンドグラフを出力してもよい。
【００２４】
　＜イベント情報の付与（図２のフローチャート、図４、図６、図８のグラフ参照）＞
　入力受付部は、例えば、被検者の眼疾患に係るイベントの発生時間及びイベントの名称
の入力を受け付けてもよい。制御部は、例えば、時系列グラフにおいて、入力受付部によ
って受け付けられた発生時間に対応する位置にイベントの発生を示す情報を付加してもよ
い。制御部は、例えば、イベントの発生を示す情報が付加された時系列グラフと、入力受
付部によって受け付けられたイベントの名称と、を含む画像データを出力先に出力しても
よい。
【００２５】
　これにより、時系列グラフ上に被検者の眼疾患に係るイベント情報が付与されるため、
検者は、解析結果の推移とイベントとを関連付けることができる。
【００２６】
　入力受付部は、例えば、上記のようなイベント関連情報を検者の手入力から得てもよい
。入力受付部は、例えば、上記のようなイベント関連情報を、電子カルテのデータから得
ても良い。
【００２７】
　イベントの発生時間としては、例えば、イベントが発生した時を示す情報であってもよ
い。好ましくは、イベントが発生した年月日である。眼疾患の治療が長期に及ぶ場合、年
月だけでも十分である場合もありうる。眼疾患の治療が短期の場合、月日だけでも十分の
場合もありうる。また、これらに限定されず、イベントの発生時間には、検査日（例えば
、初診時、再診時）からイベントまでの経過期間、イベントが発生したときの被検者の年
齢（例えば、～歳～ヶ月）などの情報も含まれる。
【００２８】
　イベント名称としては、例えば、被検者への投薬、被検者への手術、被検者の症状確認
などのイベントを示す名称であってもよい。具体的には、投薬された薬の具体的名称（例
えば、製品名）、手術の具体的名称（例えば、レーザ光凝固手術）、確認された症状の具
体的名称（例えば、加齢黄斑変性の確認など）、などの情報であってもよい。なお、投薬
に関連するイベントの名称としては、投薬開示、投薬終了、投薬変更なども含まれる。
【００２９】
　制御部は、例えば、時系列グラフ上にイベント名称を付加してもよい。制御部は、例え
ば、時系列グラフ上にはイベントの発生を示す情報を付与し、イベント名称についてはグ
ラフ外に出力してもよい。
【００３０】
　　＜イベント発生時を基準とするトレンドグラフの作成＞
　制御部は、例えば、入力受付部によって受け付けられた発生時間を基準として、発生時
間より前の時系列データを回帰分析することによって第１の回帰直線を取得してもよい。
制御部は、例えば、イベント発生時間より後の時系列データを回帰分析することによって
第２の回帰直線を取得してもよい。制御部は、例えば、第１の回帰直線による第１トレン
ドグラフと、第２の回帰直線による第２トレンドグラフの少なくともいずれかを含むトレ
ンドグラフを時系列グラフとして出力してもよい。なお、制御部は、回帰分析によって回
帰曲線を取得し、回帰曲線によるトレンドグラフを出力してもよい。



(7) JP 2014-83268 A 2014.5.12

10

20

30

40

50

【００３１】
　なお、制御部は、発生時間の前後の各トレンドグラフを作成する場合、イベント発生時
間に得られた解析結果を含めてトレンドグラフを作成してもよいし、イベント発生時間に
得られた解析結果を含めずにトレンドグラフを作成してもよい。
【００３２】
　　＜イベント発生時を基準とする傾き比較＞
　なお、制御部は、前述の第１の回帰分析による第１の傾きと、前述第２の回帰分析によ
る第２の傾きと、を比較可能に表示するようにしてもよい（図８参照）。
【００３３】
　なお、比較可能に出力する場合、制御部は、例えば、第１の傾きと第２の傾きを同一画
面上に表示してもよいし、第１の傾きと第２の傾きを並列的に表示してもよい。
【００３４】
　　＜イベント発生時間からの経過時間を付与＞
　制御部は、例えば、時系列グラフにおける時間軸が表記された領域に、発生時間又は検
査日からの経過時間を付与して出力してもよい。例えば、イベント発生からの経過時間が
付与されることにより、検者は、イベント発生後の解析結果の変化と時間経過との関係を
容易に確認できる。また、任意の検査日（例えば、検査初日）からの経過時間が付与され
ることにより、検者は、任意の検査日後の解析結果の変化と時間経過との関係を容易に確
認できる。
【００３５】
　＜正常眼グラフとの比較＞
　制御部は、例えば、被検眼の時系列グラフ（第１グラフ）と、正常眼の時系列データか
ら形成された正常眼時系列グラフ（第２グラフ）と、を比較可能に出力してもよい。これ
により、被検眼の解析結果における経時的変化と、正常眼における経時的変化を容易に比
較できる。
【００３６】
　なお、比較可能に出力する場合、制御部は、例えば、第１グラフと第２グラフを同一グ
ラフ上に表示してもよいし、第１グラフと第２グラフを並列的に表示してもよい。
【００３７】
　＜トレンドグラフの傾きと正常眼の傾きとの比較＞
　制御部は、例えば、被検眼の時系列データを回帰分析することによって得られた第１回
帰直線の傾きと、正常眼データの時系列データを回帰分析することによって得られた第２
回帰直線の傾きとを比較し、比較結果を出力してもよい。これにより、被検眼の解析結果
における経時的変化と、正常眼における経時的変化を容易に比較できる。
【００３８】
　なお、比較可能に出力する場合、制御部は、例えば、第１回帰直線の傾きと第２回帰直
線の傾きを同時に出力する。制御部は、例えば、第２回帰直線の傾きに対して第１回帰直
線の傾きが大きいか小さいかを出力してもよい。
【００３９】
　＜グラフ上に出力されたデータの眼底上の位置を示す位置情報の出力（図４、図６、図
８参照）＞
　制御部は、例えば、時系列グラフに出力された解析結果の被検眼上の位置を示す位置情
報を時系列グラフと共に出力してもよい。これにより、検者は、解析結果の眼底上の位置
を容易に確認できる。位置情報としては、例えば、被検眼における解析部位を示す情報（
例えば、角膜、水晶体、眼底のどこか）であってもよいし、被検眼の所定部位上での位置
情報（例えば、眼底上での二次元位置情報）であってもよい。
【００４０】
　　＜グラフ出力位置の判別表示＞
　制御部は、例えば、被検眼上の位置を示す位置情報を出力する際、図又は表を用いても
よい。さらに、制御部は、例えば、図又は表において時系列グラフ上に出力された部分と
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、時系列グラフ上に出力されていない部分を異なる表示態様にて出力することにより判別
可能に出力してもよい。
【００４１】
　なお、判別可能に出力する場合、制御部は、例えば、眼底位置に合わせてセクション分
けされた図表においてグラフ上に出力されたセクションを着色する。着色の他、当該セク
ションにハッチングをしたり、枠を形成するようにしてもよい。また、時系列グラフ上に
出力されたセクションを強調表示するようにしてもよい。
【００４２】
　なお、グラフ上において、複数の解析領域に関するグラフが出力された場合、図又は表
において各解析領域を異なる態様にて出力することにより判別可能に出力してもよい。
【００４３】
　＜カスタムグラフ（図５、図７参照）＞
　制御部は、例えば、眼底撮影用光干渉断層計とは異なる別の眼科装置によって得られた
測定結果の時系列データからなる別の時系列グラフを、時系列グラフと共に出力してもよ
い。別の眼科装置によって得られた測定結果としては、視力、ＭＤ値、ＶＦＩ（Visual F
ield Index）値、ＴＤ(Total deviation)値、ＰＳＤ値（Pattern Standard deviation）
、視感度（ＥＲＧ，ＭＰ等）、血流、病巣（例えば、浮腫、漏出）のサイズ、体積等が考
えられる。また、カスタムグラフは、１つに限定されない。
【００４４】
　＜任意の経過観察位置の設定（図３のフローチャート参照）＞
　指示受付部は、時系列グラフのグラフ作成領域として、被検眼の複数位置での解析領域
の少なくとも１つを選択するための検者からの選択指示を受け付けてもよい。被検眼の複
数位置としては、例えば、被検眼全体における複数の位置（例えば、角膜、水晶体、眼底
のどこか）であってもよいし、被検眼の所定部位上における複数の位置（例えば、眼底上
での二次元位置情報）であってもよい。
【００４５】
　制御部は、指示受付部が受け付けた選択指示によって選択された解析領域での解析結果
を、異なる日に取得された断層画像に関してそれぞれ取得し、時系列グラフを出力先に出
力する。時系列グラフは、被検眼の断層画像に対する解析結果の経時的変化を表現したグ
ラフであればよく、例えば、各解析結果を時系列にプロットしたグラフ、各解析結果のト
レンド解析によるトレンドグラフ、などが出力される。
【００４６】
　これにより、検者が選択した領域での時系列グラフが出力されるため、検者は、検者が
関心のある部位に関する解析結果の経時的な変化を容易に確認できる。
【００４７】
　解析領域のを選択するための検者からの選択指示を受け付ける場合、制御部は、例えば
、解析結果が取得された検査日に関する二次元画像に対する検者からの選択指示を受け付
けてもよい。二次元画像としては、例えば、二次元断層画像、二次元正面画像（ＳＬＯ、
眼底カメラ画像の他、ＯＣＴの干渉信号から生成される正面画像であってもよい）、二次
元解析チャート、二次元解析マップ、の少なくともいずれかであってもよい。もちろん、
検者は、解析結果が取得された検査日に関する三次元画像に対する検者からの選択指示を
受け付けてもよい。
【００４８】
　指示受付部は、例えば、表示部に出力された表示画面上で検者からの選択指示を受け付
けてもよい。表示画面上の断層画像、正面画像、解析チャート、解析マップは、グラフ作
成領域の選択のために用いられる。
【００４９】
　制御部は、グラフ作成領域として選択された領域の解析結果を取得する場合、例えば、
選択された領域に関して予め取得された解析結果を取得することにより処理時間を軽減で
きる。もちろん、制御部は、例えば、グラフ作成領域が選択されたとき、断層画像を解析
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し、選択された領域に関する解析結果を取得してもよい。
【００５０】
　　＜断層画像上での経過観察位置の設定（図１１～図１３参照）＞
　指示受付部は、例えば、断層画像上における少なくとも一部をグラフ作成領域として選
択するための検者からの選択指示を受け付けてもよい。制御部は、例えば、断層画像上で
選択された解析領域での解析結果を、異なる日に取得された断層画像に関してそれぞれ取
得し、時系列グラフを出力先に出力してもよい。これにより、断層画像上で選択された領
域に関する時系列グラフが出力されるため、検者は、断層画像上での検者の関心部位に関
する解析結果の経時的変化を確認できる。
【００５１】
　制御部は、例えば、選択指示に用いられた断層画像に関して、選択された解析領域での
解析結果を取得すると共に、異なる日に取得された他の断層画像に関して、選択された解
析領域と同一部位における解析結果を得てもよい。例えば、同一部位の解析結果を得る場
合、制御部は、解析領域として選択された断層画像上の座標位置に関連付けられた解析結
果を取得するとき、他の断層画像での同一部位に関する座標位置に関連付けられた解析結
果を取得してもよい。
【００５２】
　断層画像の座標位置と、座標位置での解析結果とが予め関連付けられてもよい。予め取
得された解析結果を得る場合、制御部は、例えば、選択された解析領域に対応する断層画
像の座標位置が特定されると、特定された座標位置に対応する解析結果を得てもよい。
【００５３】
　異なる日の同一部位に関する解析結果を得る場合、制御部は、ＯＣＴの走査パターンが
一致している断層画像であることが好ましいが、これに限定されない。例えば、異なる走
査パターンであっても、撮影部位が共通していればよい。また、異なる日に取得された複
数の断層画像としては、少なくとも３つ以上の断層画像であることが好ましい。
【００５４】
　指示受付部によって選択される領域としては、例えば、断層画像上の一次元領域（図１
２参照）、又は二次元領域（図１３参照）が選択されることができる。一次元領域として
、例えば、深さ方向の１つのラインが設定されることにより深さ方向に関する解析結果が
選択される。もちろん、他の方向（例えば、横断方向のライン）のラインの少なくとも一
部が選択されてもよい。ラインは、画像の一端から他端まで伸びるラインでなくてもよく
、その一部であればよい。
【００５５】
　二次元領域として、例えば、深さ方向の複数のＡスキャンラインからなる領域が設定さ
れることにより複数の位置での深さ方向に関する解析結果が選択されてもよい。Ａスキャ
ンラインは、画像の一端から他端まで伸びるＡスキャンラインでなくてもよく、その一部
であればよい。横断方向に関して設定される領域についても同様である。
【００５６】
　断層画像上の一次元領域に関して経過観察位置を設定する場合、指示受付部は、例えば
、表示部の表示画面に出力された断層画像上における一次元領域をグラフ作成領域として
選択するための検者からの選択指示を受け付けてもよい。制御部は、例えば、選択された
一次元領域における少なくとも一つの解析結果を取得してもよい。これにより、検者によ
って選択された断層画像上における一次元領域に関する時系列グラフが出力される。
【００５７】
　例えば、断層画像上において移動可能なライン（直線、線分）が重畳表示され、ライン
によって指定された一次元領域がグラフ作成領域として選択される。また、これに限定さ
れず、選択された一次元領域が他の領域に対して異なる表示態様で表示されることにより
判別可能に表示されればよい。例えば、選択された一次元領域が異なる表示態様（例えば
、異なる色、異なるコントラスト）にて表示されてもよい。また、断層画像上における任
意の２点への指定を受けつけ、２点を結ぶ領域が選択される構成であってもよい。



(10) JP 2014-83268 A 2014.5.12

10

20

30

40

50

【００５８】
　断層画像上の二次元領域に関して経過観察位置を設定する場合、指示受付部は、例えば
、表示部の表示画面に出力された断層画像上における二次元領域をグラフ作成領域として
選択するための検者からの選択指示を受け付けてもよい。制御部は、例えば、選択された
二次元領域における少なくとも一つの解析結果を取得してもよい。これにより、検者によ
って選択された断層画像上における２次元領域に関する時系列グラフを出力される。
【００５９】
　例えば、断層画像上において移動可能な枠が重畳表示され、枠によって指定された２次
元領域がグラフ作成領域として選択される。また、枠の形状としては、矩形に限定されず
、任意の形状（例えば、丸型）が用いられうる。また、これに限定されず、選択された２
次元領域が他の領域に対して判別可能に表示されればよい。例えば、選択された２次元領
域が異なる表示態様（例えば、異なる色、異なるコントラスト）にて表示されてもよい。
【００６０】
　また、断層画像上における任意の２点への指定を受けつけ、２点を結ぶ線分を対角線と
する二次元領域を解析領域として選択するようにしてもよい。
【００６１】
　二次元領域における少なくとも一つの解析結果を取得する場合、制御部は、例えば、複
数の解析結果を統合した解析結果を得てもよい。統合結果として、基本統計量を用いても
よい。基本統計量しては、代表値（平均値、中央値、最頻値、最大値、最小値、など）、
散布度（分散、標準偏差、変動係数）などであってもよい。
【００６２】
　具体的には、制御部は、二次元領域におけるＡスキャン信号毎の解析結果の代表値（例
えば、平均値）を取得してもよいし、二次元領域におけるＡスキャン信号毎の解析結果に
おける最大値／最小値を取得してもよい。
【００６３】
　＜解析チャート上での経過観察位置の設定（図４、図６、図８の解析領域表示１７０参
照）＞
　指示受付部は、例えば、解析チャート（例えば、眼底解析チャート、前眼部解析チャー
ト）によって分割された少なくとも一つのセクションをグラフ作成領域として選択するた
めの検者からの選択指示を受け付けてもよい。制御部は、例えば、グラフ作成領域として
選択されたセクションでの解析結果を、異なる日に取得された断層画像に関してそれぞれ
取得し、時系列グラフを出力先に出力してもよい。これにより、解析チャートにて分割さ
れたセクションに関する解析結果の経時的な変化を示す時系列グラフが出力される。検者
は、解析チャートでの解析結果の経時的な変化を確認できる。
【００６４】
　解析チャート（図４の解析チャート１３０参照）は、例えば、制御部は、予め設定され
たセクション毎に解析値を示す。制御部は、解析値として、予め設定されたセクション毎
に解析結果の基本統計量を求めてもよい。基本統計量しては、代表値（平均値、中央値、
最頻値、最大値、最小値、など）、散布度（分散、標準偏差、変動係数）などであっても
よい。
【００６５】
　より具体的には、解析チャートは、予め設定されたセクション毎に解析結果の代表値（
例えば、平均値、中央値）を示すチャートであってもよい。解析チャートは、予め設定さ
れたセクション毎に解析結果の最大値又は最小値を示すチャートであってもよい。セクシ
ョン毎の解析結果には、セクション内での各位置での解析結果が含まれることで、安定し
た解析値が得られる。
【００６６】
　解析チャートは、例えば、表示部に表示される。指示受付部は、例えば、解析チャート
を模したグラフィックから少なくとも１つのセクションが検者によって選択された場合、
検者からの選択指示を受け付ける構成であってもよい。指示受付部は、例えば、解析結果
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がセクション単位で表示された被検眼の解析チャートのセクションが検者によって選択さ
れた場合、検者からの選択指示を受け付ける構成であってもよい。上記２つの例によれば
、検者は、所望のセクションを容易に選択できる。また、これに限定されず、指示受付部
は、例えば、各セクションがリスト化された表示形式において少なくとも１つのセクショ
ンが選択された場合、検者からの選択指示を受け付ける構成であってもよい。
【００６７】
　指示受付部によって選択されるセクションは、一つであっても良いし、複数であっても
よい。時系列グラフの作成に用いる解析チャートとしては、複数の解析チャートから選択
可能な構成であってもよい。もちろん、選択できない単一の解析チャートであってもよい
。
【００６８】
　制御部は、解析結果を取得する場合、例えば、セクションが選択された時点で解析結果
を算出しても良い。制御部は、解析結果を取得する場合、例えば、予め解析結果を持つ解
析チャートから選択されたセクションに対応する解析結果を取得するようにしてもよい。
【００６９】
　制御部は、例えば、異なる日に取得された断層画像に基づく同一のチャートの同一セク
ションに対応する解析結果を得てもよい。もちろん、取得日に応じて別のセクションであ
ってもよい。
【００７０】
　なお、解析チャートは、例えば、被検眼に対する２次元走査（例えば、ラスタースキャ
ン）によって取得された３次元ＯＣＴデータに基づいて算出される。もちろん、ラジアル
スキャンなどのマルチスキャンによって取得された各二次元ＯＣＴデータに基づいて算出
されてもよい。
【００７１】
　　＜セクション選択領域の表示＞
　指示受付部は、例えば、チャートの各セクションに対応した位置に形成される選択領域
を有するセクション選択部を表示部の表示画面に出力してもよい。指示受付部は、例えば
、セクション選択部上で選択された選択領域に応じて、検者からのセクション選択指示を
受け付けてもよい。これにより、セクション毎の選択領域が設けられているため、検者は
、解析チャートの少なくともセクションに関する時系列グラフを容易に確認できる。
【００７２】
　セクション選択部は、例えば、解析チャートを模したグラフィックであって、分割され
た選択領域が選択ボタンとして機能してもよい。選択領域の選択は、例えば、カーソルの
クリックやタッチパネル操作を介して行われる。
【００７３】
　＜セクション判別情報の出力（図４、図６、図８のグラフ１５０ａ参照）＞
　制御部は、例えば、解析チャートにおける複数のセクションに関する時系列グラフを同
一グラフ上に判別可能に出力してもよい。制御部は、例えば、時系列グラフに出力された
セクションの解析チャート上での位置を示すセクション判別情報を出力してもよい。これ
により、検者は、グラフ上に表示されたセクションに関する解析チャート上の位置を確認
できる。
【００７４】
　判別可能な出力手法としては、例えば、グラフのプロット、又はプロットを結ぶライン
を異なる表示態様（たとえば、異なる色、異なる指標、異なる線種等）にて表示する手法
であってもよい。
【００７５】
　セクション判別情報としては、例えば、解析チャートの各セクションに対応した位置に
形成された表示領域を有し、時系列グラフ上に出力されたセクションを示すグラフィック
であってもよい。なお、セクション判別情報としては、複数のグラフを識別する文字、指
標等であってもよい。
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【００７６】
　なお、時系列グラフが表示手段の表示画面に出力される場合、前述のセクション選択領
域にセクション判別情報を付与するようにしてもよい。これにより、セクションの選択と
判別情報が同一領域に表示されるため、検者は、セクションの選択とグラフ上に表示され
たセクションを容易に確認できる。
【００７７】
　＜時系列グラフ上の特定の期間における各検査日に関する二次元画像の出力（図８参照
）＞
　指示受付部（例えば、ＣＰＵ２０）は、時系列グラフ上にて解析結果が出力される期間
内の特定の期間における各検査日に関する複数の二次元画像であって、出力部に出力され
る複数の二次元画像を選択するための検者からの選択指示を受け付けてもよい。
【００７８】
　制御部（例えば、ＣＰＵ２０）は、時系列グラフと共に、指示受付部によって選択され
た複数の二次元画像を時系列に並べて出力部に出力してもよい。これにより、検者は、時
系列グラフ上において関心のある期間に関する二次元画像を確認できる。
【００７９】
　出力部に出力される複数の二次元画像を選択するための検者からの選択指示を受け付け
る場合、制御部は、例えば、検者からの選択指示をユーザインターフェースを介して受け
付けてもよい。
【００８０】
　指示受付部は、例えば、検者からの選択指示を、二次元画像が並べて表示された表示領
域に対する操作（例えば、スクロール操作、スクロールバーの移動、ドラッグ操作、スラ
イド操作、フリック操作、ボタン移動、キーボード操作）を介して受け付けてもよい。
【００８１】
　指示受付部は、例えば、検者からの選択指示を、時系列グラフが表示された表示領域に
対する操作（例えば、クリック操作、スクロール操作、スクロールバーの移動、ドラッグ
操作、スライド操作、フリック操作、ボタン移動、キーボード操作）を介して受け付けて
もよい。
【００８２】
　指示受付部は、例えば、検者からの選択指示を、ユーザインターフェースを介した期間
入力操作（例えば、期間の初めと終わりが入力される）を介して受け付けても良い。また
、リストの選択により検者からの選択指示を受け付けても良い。
【００８３】
　なお、特定の期間とは、例えば、解析結果が出力された期間全体での一部の期間であっ
てもよい。期間全体としては、解析結果の収集期間全体であってもよいし、収集期間全体
の一部であってもよい。収集期間全体の場合、期間全体における一部の期間が特定され、
収集期間全体の一部の場合、収集期間全体の一部の中からその一部の期間が特定されても
よい。
【００８４】
　制御部は、二次元画像としては、撮影画像と解析画像の少なくともいずれかを出力して
もよい。制御部は、撮影画像を出力する場合、眼科用光干渉断層計によって取得された断
層画像を出力してもよい。これにより、検者は、時系列グラフ上において関心のある期間
に関する断層画像を確認できる。この場合、時系列グラフ上に出力された解析結果を取得
した元の断層画像であることが好ましいが、他の断層画像であっても一定の効果は得られ
る。
【００８５】
　また、制御部は、撮影画像として、断層画像と同じ日に取得された正面画像（例えば、
ＳＬＯ又は眼底カメラによって取得された正面画像）を出力してもよい。これにより、検
者は、時系列グラフ上において関心のある期間に関する正面画像を確認できる。
【００８６】
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　制御部は、解析画像を出力する場合、解析マップ、解析チャート、解析結果表、の少な
くともいずれかを出力してもよい。これにより、検者は、時系列グラフ上において関心の
ある期間に関する解析マップ、又は解析チャートを確認できる。この場合、時系列グラフ
上に出力された解析結果を含む解析マップ又は解析チャートであることが好ましいが、他
の断層画像であっても一定の効果は得られる。
【００８７】
　制御部は、解析マップとして、例えば、被検眼上の解析結果（例えば、被検眼の厚み、
曲率など）を二次元的に表現するカラーマップを出力しても良い。また、制御部は、解析
チャートとして、例えば、予め設定されたセクション毎に解析結果（例えば、被検眼の厚
み、曲率など）の代表値を示すチャートを出力してもよい。また、制御部は、解析結果表
として、乳頭解析結果、中心厚、体積値を表として出力しても良い。
【００８８】
　　＜二次元画像を出力する期間の変更＞
　指示受付部は、特定の期間を変更するための検者からの変更指示を受け付け、制御部は
、指示受付部によって変更された特定の期間に応じて、二次元画像を変更してもよい。こ
れにより、検者は、時系列グラフ上において関心のある期間を変更でき、変更された期間
での二次元画像を確認できる。
【００８９】
　制御部は、例えば、指示受付部によって変更された特定の期間に関する二次元画像を並
べて出力してもよい。指示受付部は、検者からの変更指示について、前述の検者からの選
択指示と同様の操作により受け付けてもよい。
【００９０】
　　＜二次元画像の一部の固定表示（図９Ａ,図９Ｂ参照）＞
　指示受付部は、表示部に表示された二次元画像の少なくとも１つを固定表示画像として
選択するための検者からの選択指示を受け付けてもよい。制御部は、固定表示画像として
選択された二次元画像の表示を固定するのに対し、指示受付部からの変更指示に応じて固
定画像とは異なる他の二次元画像を変更して表示してもよい。
【００９１】
　これにより、時系列順の枠を超えて、検者が注目する部位と他の部位との比較を容易に
行うことができる。
【００９２】
　指示受付部は、例えば、固定表示画像として選択するための検者からの選択指示を、表
示部に表示された二次元画像に対する検者の選択操作に応じて受け付けるようにようにし
てもよい。
【００９３】
　指示受付部は、例えば、固定表示画像として選択するための検者からの選択指示を、時
系列グラフに対する検者の選択操作に応じて受け付けるようにようにしてもよい。
【００９４】
　制御部は、例えば、固定表示画像として選択された二次元画像を互いに隣接して表示す
る共に、固定表示画像とは異なる表示領域において、他の二次元画像を時系列に並べて表
示してもよい。もちろん、固定表示画像として選択された二次元画像が離間して表示され
てもよい。
【００９５】
　この場合、固定表示画像と、他の画像とが、時系列に表示される必要はない。また、固
定表示画像と、他の画像とが分割して表示されてもよい。
【００９６】
　　＜二次元画像が出力された期間の判別表示＞
　制御部は、時系列グラフ上において、二次元画像が出力された特定の期間を異なる表示
態様にて出力することにより判別可能に出力してもよい。検者は、二次元画像が出力され
た特定の期間を時系列グラフ上で判別できるため、二次元画像とグラフとの対応付けを容
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易に行うことができる。
【００９７】
　例えば、判別可能に出力する場合、制御部は、例えば、二次元画像が出力された特定の
期間に関するグラフと、その他の期間に関するグラフと、を異なる表示態様にて出力して
もよい。具体的には、制御部は、特定の期間と他の期間に関して、プロット又は線を異な
る態様（例えば、異なる色、異なる線種、塗り潰しの有無、異なるアニメーション（例え
ば、一方の期間を固定表示、他方の期間を点滅表示）等）にて出力してもよい。制御部は
、二次元画像が出力された特定の期間に関するグラフを強調して表示してもよい。
【００９８】
　制御部は、時系列グラフ上において、二次元画像が出力された特定の期間を示す表示を
付与するようにしてもよい。
【００９９】
　判別可能に出力する場合、制御部は、時系列グラフにおいて、特定の期間と他の期間を
分割して出力してもよい。具体的には、制御部は、分割出力として、特定の期間と他の期
間との境界において分割ラインを付加してもよい。分割ラインとしては、例えば、線によ
る分割であってもよいし、特定の期間と他の期間のグラフの背景を異なる態様（例えば、
異なる色）にて出力されることによる分割であってもよい。
【０１００】
　表示部１上の表示画面上において判別可能に出力する場合、制御部は、時系列グラフ上
において、特定の期間に関する解析結果を第１の表示態様にて表示すると共に、他の期間
に関する解析結果を第１の表示態様とは異なる第２の表示態様に表示してもよい。
【０１０１】
　また、表示部１上の表示画面において前述の分割ラインが付加された時系列グラフが表
示された場合、指示受付部は、時系列グラフ上で分割ラインを移動可能とし、分割ライン
の移動に応じて検者からの特定の期間の変更指示を受け付けてもよい。制御部は、移動さ
れた分割ラインに対応する特定の期間に関する二次元画像を並べて表示してもよい。
【０１０２】
　　＜グラフを用いた特定期間の選択＞
　制御部は、表示部の表示画面に表示された時系列グラフにおいて、特定の期間と他の期
間を分割表示してもよい。指示受付部は、分割表示の表示位置を変更するための入力部か
ら操作を検者からの変更指示として受け付けてもよい。制御部は、指示受付部によって変
更された特定の期間に応じて、二次元画像を変更してもよい。これにより、検者が所望す
る期間の二次元画像を時系列グラフから変更できるため、詳細な分析が容易となる。
【０１０３】
　＜プログラム＞
　解析装置は、各種制御処理を司るプロセッサ（例えば、ＣＰＵ）と、解析プログラムを
記憶する記憶媒体とを、備える。プロセッサは、解析プログラムに従って、処理を実行す
る。
【実施例】
【０１０４】
　以下、図面に沿って、本実施形態の実施例を具体的に説明する。以下の説明では、眼科
解析装置として、眼底解析装置を例として説明する。
【０１０５】
　以下、本発明の実施例を図面に基づいて説明する。図１は、実施例に係る眼底解析装置
の構成を示すブロック図である。図１に示すように、本装置は、この眼底解析装置全体の
演算処理を行うプロセッサとしてのＣＰＵ（Central Processing Unit）２０、記憶部３
０と、表示部１と、入力部４と、を含んで構成される。各部はバス等を介してＣＰＵ２０
と電気的に接続されている。
【０１０６】
　記憶部３０は、経過観察用眼底解析プログラムを記憶し、例えば、ハードディスク、フ
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ラッシュメモリ等から構成される。
【０１０７】
　なお、ＣＰＵ２０、入力部４、記憶部３０、表示部１として、市販のＰＣ（パーソナル
コンピュータ）が持つ演算処理部、入力部、記憶部、表示部を用い、市販のＰＣに眼底解
析プログラムをインストールするようにしてもよい。もちろん、ＣＰＵ７０、入力部４、
記憶部３０、表示部１として、光干渉断層計１０が持つ演算処理部、入力部、記憶部、表
示部を用いてもよい。
【０１０８】
　表示部１は、眼科用光干渉断層計によって得られた断層画像、断層画像の解析結果、得
られた解析結果の時系列データから形成される時系列グラフ等を表示画面に表示する。入
力部４は、キーボードやマウス等から構成され、眼底解析装置のユーザ（使用者）が各種
情報の入力を行うための構成である。
【０１０９】
　本実施例の眼底解析装置は、例えば、コンピュータであり、ＣＰＵ２０は、ＲＡＭ上に
前述の眼底解析プログラムを読み出した後、各種演算処理を行うことによりプログラムを
実行する。例えば、ＣＰＵ２０は、眼底解析プログラムにしたがって表示部１の表示画面
を制御する。
【０１１０】
　図１の記憶部３０には、光干渉断層計１０によって異なる日に取得された被検眼の断層
画像の解析結果が記憶される。例えば、経過観察対象の被検者毎の、検査日毎の形成結果
が含まれる。
【０１１１】
　記憶部３０には、解析結果の他、例えば、解析結果を得る基の断層画像、解析結果に基
づく層厚マップ画像（例えば、厚みマップ画像）、断層画像取得時の走査パターン、走査
位置等が記憶されてもよい。このデータは、適宜、ＣＰＵ２０によって画像データに変換
され、表示部１を介してユーザに画面提示される。
【０１１２】
　記憶部３０には、例えば、イベントに関連する情報が格納されてもよい。イベントに関
連する情報としては、例えば、網膜治療に関するイベントに関連する情報が考えられる。
例えば、被検者毎に、イベントの発生日、イベントの種類（例えば、投薬、手術（光凝固
、ＴＴＴ、ＰＤＴ等）、等）が格納されてもよい。記憶部３０には、将来のイベント発生
の予定日と、そのイベントの種類が格納されてもよい。
【０１１３】
　記憶部３０には、例えば、正常眼データベースが格納されてもよい。正常眼データベー
スには、例えば、多数の患者眼の検査結果と処方結果を基に、網膜疾患に関する正常眼の
網膜厚が記憶されたデータベースが記憶されてもよい。正常眼データベースは、例えば、
疾患が特定されず、網膜厚又は網膜の傾きが正常か異常かに分けられた状態でデータベー
ス化されている。もちろん、特定の疾患毎に正常眼データベースが形成されてもよい。ま
た、近視眼に関する正常眼データベースが構築されてもよい。
【０１１４】
　光干渉断層計（ＯＣＴ）１０は、被検眼眼底の断層画像を得る装置であり、取得された
断層画像に基づいて被検眼眼底に関する解析結果（例えば、網膜厚情報）が取得される。
なお、断層画像を解析して解析結果を得る機能について、光干渉断層計（ＯＣＴ）１０を
制御する制御部が、断層画像を解析する構成であってもよいし、他の制御部が、光干渉断
層計（ＯＣＴ）１０によって得られた断層画像を解析する構成であってもよい。
【０１１５】
　光干渉断層計１０は、光源から出射された光を測定光と参照光に分割する。そして、光
干渉断層計１０は、分割された測定光を眼Ｅの眼底Ｅｆに導き，分割された参照光を参照
光学系に導く。その後、眼底Ｅｆによって反射された測定光と，参照光との合成による干
渉光を検出器（受光素子）に受光させる。検出器は、測定光と参照光との干渉状態を検出
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する。フーリエドメインＯＣＴの場合では、干渉光のスペクトル強度が検出器によって検
出され、スペクトル強度データに対するフーリエ変換によって所定範囲における深さプロ
ファイルが取得される。フーリエドメインＯＣＴとしては、Ｓｐｅｃｔｒａｌ－Ｄｏｍａ
ｉｎＯＣＴ（ＳＤ－ＯＣＴ）、Ｓｗｅｐｔ－ｓｏｕｒｃｅＯＣＴ（ＳＳ－ＯＣＴ）が挙げ
られる。また、光干渉断層計１０としては、Ｔｉｍｅ－ＤｏｍａｉｎＯＣＴ（ＴＤ－ＯＣ
Ｔ）であってもよい。
【０１１６】
　光干渉断層計（ＯＣＴ）１０には、被検眼眼底の正面画像を得るための正面観察光学系
が設けられてもよい。正面観察光学系としては、走査型共焦点光学系、眼底カメラ光学系
が考えられる。また、光干渉断層計１０によって取得される干渉信号に基づいて眼底正面
像が取得される構成であってもよい。
【０１１７】
　光干渉断層計１０は、検出器からの出力信号に基づいて眼底Ｅｆの断層画像を得る。例
えば、取得された断層画像が画像処理され、眼底Ｅｆの網膜厚が測定される。網膜厚とし
て、例えば、網膜の各層の厚み（具体的には、視神経線維層（NFL）の厚み、神経線維層
（NFL）～網膜色素上皮層（RPE）までの厚み等）が取得される。
【０１１８】
　もちろん二次元的な網膜厚情報（厚みマップ）が経過観察されてもよい。取得された網
膜厚情報は、ＣＰＵ２０に送られ記憶部３０に記憶される。その他、記憶部３０には、光
干渉断層計１０によって得られた画像情報（眼Ｅの断層画像、正面画像等）、厚み情報に
基づいて算出された解析チャート、各種パラメータなどが記憶される。
【０１１９】
　なお、取得された断層画像を処理することにより、脈絡膜の厚みが測定されてもよい。
もちろん、二次元的な脈絡膜情報（厚みマップ）が経過観察されてもよい。
【０１２０】
　光干渉断層計１０によって定期的に検査が行われると、経過観察の結果として検査日の
異なる網膜厚情報は、ＣＰＵ２０に送られた後、記憶部３０に記憶される。記憶部３０に
記憶された網膜厚情報は、例えば、経過観察のため、時間軸に関連付けて記憶される。時
間を関数とする網膜厚情報は、網膜厚の経時的変化を示す。
【０１２１】
　定期検査の実施間隔は、１ヶ月～３ヶ月毎が一般的である。例えば、月毎に網膜厚情報
が記憶される。経時的変化情報は、図４のようなグラフとして表示部１に出力される。
【０１２２】
　被検眼に関するイベント情報（例えば、被検眼Ｅに対して施された処置の種類、処置日
時など）は、入力部４を介して記憶部３０に記憶される。イベント情報の入力は、表示部
１上の種類／検査日へのプルダウン等によって選択する構成、キーボード等を用いた直接
入力が考えられる。イベント情報は、図４のようなグラフとして表示部１に出力される。
【０１２３】
　記憶部３０には、入力部４を介して、光干渉断層計１０以外の他の装置による検査デー
タが記憶される。他の装置によって得られた検査情報としては、例えば、視力検査結果、
視野検査結果、眼底カメラでの撮影画像、等などが考えられる。他の装置による検査デー
タの入力は、表示部１上の種類／検査日へのプルダウン等によって選択する構成、キーボ
ード等を用いた直接入力が考えられる。
【０１２４】
　光干渉断層計（ＯＣＴ）１０と眼底解析装置とは、信号のやりとりが可能な状態で接続
されており、光干渉断層計（ＯＣＴ）１０で取得された各種データ（例えば、断層画像デ
ータ、正面画像データ、画像取得時における各種撮影条件（例えば、測定光の走査位置、
検査日）、等）は、記憶部３０に記憶される。
【０１２５】
　図４は取得された測定データを一画面に表示させ、被検眼の測定データの経時的変化を
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一覧で観察するための画面を示す図である。
【０１２６】
　一覧画面には、少なくとも経過観察用表示領域１００が形成される。経過観察用表示領
域１００は、光干渉断層計１０を用いて異なる日に取得された解析結果を時系列に表示す
る解析結果表示領域１０１、時系列グラフを表示するグラフ表示領域１５０、を含む。
【０１２７】
　解析結果表示領域１０１には、例えば、左から右に時系列に解析結果が並べられており
、検査日情報１０２、画像評価情報１０３、ベースライン情報１０４、網膜厚マップ１１
０、断層画像１２０、解析チャート１３０が表示される。
【０１２８】
　検査日情報１０２には、検査日、及び検査日における被検者の年齢が表示される。画像
評価情報１０３としては、測定データ算出の基礎となる断層画像の画質を評価する第１評
価値（例えば、ＳＳＩ）、断層画像と同時に取得された眼底正面像の画質を評価する第２
評価値などが表示される。ベースライン情報１０４は、例えば、表示部１上に出力された
解析結果の時間的関係を示す情報である。表示部１上に出力された解析結果において、最
も古い測定データが、経過観察の起算としてのベースラインとして設定される。他の測定
データについては、ベースラインを起算日とする経過時間（例えば、年と月単位）が算出
され、表示部１上に出力される。本実施形態では、ベースラインとして設定された解析結
果以外の他の測定データは、ベースラインの検査日に近い順に並べられる。
【０１２９】
　網膜厚マップ１１０は、被検眼の網膜厚の二次元的な分布を示すカラーマップであり、
層厚に応じた色分けされる。網膜厚マップ１１０は、網膜層の厚みを示す厚みマップ、被
検眼の網膜層の厚みと正常眼データベースに記憶された正常眼の網膜層の厚みとの比較結
果を示す比較マップ、被検眼の網膜層の厚みと正常眼データベースに記憶された正常眼の
網膜層の厚みとのずれを標準偏差にて示すデビエーションマップ、各検査日との厚みの差
分を示す検査日比較厚み差分マップ、などが考えられる。なお、網膜厚マップ１１０の表
示領域に表示されるマップの代わりとして、スキャニングレーザオフサルモスコープ（Ｓ
ＬＯ）、眼底カメラ等によって取得された眼底正面画像を表示するようにしてもよい。
【０１３０】
　なお、網膜厚マップ１１０の表示領域に表示する二次元画像は、二次元画像選択領域１
１２によって選択可能である。二次元画像選択領域１１２では、例えば、表示部１に出力
された二次元画像の種別が判別可能に表示される。図４では比較マップが選択された状態
となっている。検者は、図５のようなカスタマイズ画面において、所望のマップあるいは
眼底正面像を選択することによって所期する二次元画像を出力できる（図５参照）。
【０１３１】
　断層画像１２０を表示する領域に表示される断層画像は、網膜厚マップ１１０の測定エ
リアに対応する断層画像が表示される。例えば、初期設定として、網膜厚マップ１１０の
中心部に対応するラインに対応する断層画像が表示される。なお、出力される断層画像は
、任意の選択可能であり、網膜厚マップ１１０上で任意に設定される切断ラインに対応す
る断層画像が表示部１上に出力されるようになっている。
【０１３２】
　解析チャート１３０は、被検眼の網膜厚の二次元的な分布を領域毎の平均を求めたチャ
ートである。網膜厚マップ１１０が黄斑マップの場合、ＧＣＨＡＲＴ、Ｓ／Ｉチャート、
ＥＴＤＲＳチャート等が選択的に表示される。
【０１３３】
　また、解析チャート１３０には、所定領域での層厚を数値にて表示する数値表示領域が
付されてもよい。数値表示領域には、例えば、全体の平均網膜厚、中心窩での網膜厚、中
心窩を中心とする所定エリア内での平均網膜厚（例えば、１、２、３ｍｍ）等が表示され
る。
【０１３４】
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　なお、断層画像１２０、解析チャート１３０について、表示部１上に出力するデータを
任意に選択可能であり、網膜厚マップ１１０が黄斑マップの場合、例えば、検者は、ＧＣ
ＨＡＲＴ、Ｓ／Ｉチャート、ＥＴＤＲＳ、断層画像１２０から２つが選択可能である。す
なわち、表示部１上に出力するデータをカスタマイズ可能である。
【０１３５】
　なお、網膜厚マップ１１０が乳頭マップの場合、解析チャートとして、全体チャート、
上下チャート（２分割）、ＴＳＮＩＴチャート（４分割）、ＣｌｏｃｋＨｏｕｒチャート
（１２分割）等が選択的に表示される。そして、例えば、検者は、これらの各チャートと
、断層画像１２０から２つが選択可能であり、選択されたチャート又は断層画像が表示部
１上に出力される。
【０１３６】
　＜トレンドグラフ表示＞
　ＣＰＵ２０は、各検査日での層厚データを用いて、グラフ表示領域１５０上に時系列グ
ラフ１５０ａを表示する。時系列グラフ１５０ａは、例えば、各検査日での層厚データを
時系列に並べた時系列データグラフ（例えば、折れ線グラフ、プロットグラフ）と、各検
査日での層厚データの経時変化のトレンド（傾向）を示すトレンドグラフとしての特性を
持つ。もちろん、グラフとして、時系列データグラフ、トレンドグラフのいずれかであっ
てもよい。
【０１３７】
　時系列グラフ１５０ａは、例えば、横軸が時間軸、縦軸が網膜厚のグラフであって、検
査日毎の同一被検眼の同じ眼底位置における網膜厚の経時的変化を示す。もちろん、横軸
と縦軸の関係が逆であっても良い。
【０１３８】
　横軸として形成される時間軸は、例えば、図４のような被検者の年齢（age）、ベース
ラインである経過観察の起算日からの経過期間(～Ｙ)、などにて表現される。
【０１３９】
　縦軸としては、網膜層の層厚を示すための数値として、厚み値（例えば、μｍ）、体積
値（例えば、mm3）等が考えられる。なお、トレンドグラフの縦軸として出力される層厚
データとしては、例えば、断層画像中の特定のライン上での層厚値、断層画像中の特定の
エリア上での層厚値の代表値、解析チャート中の特定のセクションにおける層厚値（解析
値データともいう）、等が考えられる。
【０１４０】
　ＣＰＵ２０は、グラフとして、各検査日での層厚データに対応する点を表示する。トレ
ンドグラフを作成する場合、ＣＰＵ２０は、各検査日での層厚データのトレンドを解析し
、各検査日での層厚データによる時系列の回帰線Ｔを表示する。回帰線Ｔは、層厚データ
の時系列的な変化の傾向を示す。また、ＣＰＵ２０は、回帰線Ｔの傾きＴｇを表示する。
【０１４１】
　例えば、ＣＰＵ２０は、一連の層厚データから回帰直線を求めると共に、その傾きを求
める。回帰直線、傾きは、最小自乗法などの回帰直線算出のための式によって求められる
。回帰直線の求め方の例を示す。
【０１４２】
　回帰とは、ｘとｙでどのような関係式で表すことができるかである。平面に当てはめた
n個の点からｙ＝ａｘ＋ｂの式を導き出すのが直線回帰であり、この直線を回帰直線とい
う。
【０１４３】
　係数ａ,ｂを導くためには下記の式に代入すれば良い。本実施例では、ｘの値としてベ
ールラインの検査日を０とする経過時間が代入される。また、ｙの値として層厚データ（
例えば、解析チャートにて得られた解析値データ、ある位置での網膜厚データ、ある領域
での網膜厚データの代表値、等）が代入される。
【０１４４】
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【数１】

　上記より求められた直線ｙ＝ａｘ＋ｂが回帰直線である。ａが回帰直線の傾きを示す。
【０１４５】
　傾きなどの他にも、統計で用いられるｐ値をグラフ上に示しても良い。ｐ値とはある実
験中に群間差が偶然生じる可能性を示す尺度。例えば、ｐ値が0.01というのは、この結果
を偶然生じることが100回に1回あるという事を意味する。ｐ値が小さくなるほど、それだ
け群間差は治療により生じている可能性が高くなる。一般的にはｐ<0.05であれば、その
データ（直線）は有意であると言われている。
【０１４６】
　＜トレンドグラフの傾き情報と、正常眼データに基づく傾き比較＞
　ＣＰＵ２０は、被検眼のトレンドグラフと、正常眼データを用いて作成されたトレンド
グラフとを同一のグラフ上に表示するようにしてもよい。正常眼データに基づくトレンド
グラフは、例えば、臨床試験等によって、網膜疾患のない正常眼における年齢的な層厚デ
ータの経時変化に基づいて回帰線を算出することによって取得される。
【０１４７】
　以上のようにすれば、検者は、被検眼の網膜厚の経時的変化が、正常眼と比べてどの程
度の差があるかを把握できる。したがって、被検眼の正常／異常を経時的変化から確認で
きると共に、今後の疾患の予測に役立てることができる。
【０１４８】
　また、ＣＰＵ２０は、トレンドグラフにおける回帰線の時間的な傾き情報と、正常眼デ
ータを用いて作成された回帰線の時間的な傾き情報とを比較し、比較結果をグラフ上に表
示するようにしてもよい。傾き情報は、例えば、数値やインジケータにより表現される。
【０１４９】
　＜トレンドグラフと付加情報＞
　ＣＰＵ２０は、イベント情報１６０を付加情報として、時系列グラフ１５０ａに表示す
る。イベント情報１６０は、イベント発生日に対応して表示される。イベント情報１６０
を設定する場合、例えば、入力部４での操作入力によって、イベント名称（例えば、「Ａ
薬投与開始」）が発生日と共に登録される。これにより、検者は、時系列グラフ１５０ａ
上において「いつ何が行われたか」を一目で理解できる。
【０１５０】
　なお、イベント情報１６０は、一つに限定されるものではなく、複数入力されうる。時
系列グラフ１５０ａの横軸には、イベント発生日からの経過期間が付加されてもよい。こ
れにより、イベント発生日からの経過時間と、層厚データの経時的変化が関連付けられる
。
【０１５１】
　ＣＰＵ２０は、イベント情報１６０におけるイベント発生日の前後において別々にトレ
ンド解析を行うようにしてもよい。これにより、検者は、イベントによる網膜厚の変化を
容易に把握できる。
【０１５２】
　ＣＰＵ２０は、イベント情報１６０のイベント発生日を境界として、イベント発生日よ
り前の各検査日の層厚データのトレンドを解析し、時系列の回帰線Ｔ１を表示する。これ
により、検者は、イベント発生前の層厚データのトレンドを容易に把握できる。
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【０１５３】
　ＣＰＵ２０は、イベント情報１６０のイベント発生日を境界として、イベント発生日よ
り後の各検査日の層厚データのトレンドを解析し、時系列の回帰線Ｔ２を表示する。これ
により、検者は、イベント発生後の層厚データのトレンドを容易に把握できる。
【０１５４】
　なお、イベント情報１６０の付加は、複数箇所で設定可能であってもよい。イベントが
追加される毎に新たにトレンド解析が行われる。イベントが２つ追加された場合、例えば
、第１のイベントより前の層厚データによる第１の回帰線、第１のイベントから第２のイ
ベント間の層厚データによる第２の回帰線、第２のイベントより後の層厚データによる第
３の回帰線が求められ、表示部１上に出力される。
【０１５５】
　＜トレンドグラフに関する解析領域表示＞
　ＣＰＵ２０は、時系列グラフ１５０ａと共に、時系列グラフ１５０ａによって示された
層厚データに対応する解析領域を示す解析領域表示１７０を表示するようにしてもよい。
解析領域表示１７０に表示される情報は、例えば、図、表、画像のいずれかにより表現さ
れる。これにより、検者は、表示されているグラフの位置を容易に確認できる。
【０１５６】
　以下に、解析チャートによって得られた層厚データによるトレンドグラフの場合を例と
して説明する。ＣＰＵ２０は、解析領域表示１７０として、図４に示すように、解析チャ
ートに対応したセクションが形成されたチャートを表示する。例えば、トレンドグラフ作
成領域としてチャート上に設定されたセクションの色と、そのセクションでの層厚データ
に対応するグラフの点、回帰線の少なくともいずれかが対応付けされる。例えば、ピンク
色のセクションに対応する層厚データの点及び回帰線は、時系列グラフ１５０ａ上におい
てピンク色で表現される。解析領域表示１７０と時系列グラフ１５０ａとの関係から、検
者は、時系列グラフ１５０ａによって示された層厚データに対応する計測位置を容易に把
握できる。
【０１５７】
　なお、時系列グラフ１５０ａ上において互いにセクションが異なる複数の層厚データに
よるグラフが同時に表示されてもよい。ＣＰＵ２０は、解析領域表示１７０において、各
グラフに対応する計測位置を示すようにしてもよい。例えば、解析領域表示１７０におけ
るチャートにおいて、各グラフに対応するセクションが色付けされる。
【０１５８】
　ＣＰＵ２０は、解析領域表示１７０として、時系列グラフ１５０ａ上に表示させるセク
ションを選択するための選択領域を兼用する。例えば、表示部１に表示されたカーソルＣ
ｒを用いて、解析領域表示１７０におけるセクションが指定され、グラフとして表示した
い部分が選択入力（例えば、クリック）されると、選択されたセクションのグラフが表示
される。なお、ＣＰＵ２０は、解析結果表示領域１００に表示された解析チャートにおけ
る特定のセクションが選択されたとき、選択されたセクションのグラフを表示するように
してもよい。
【０１５９】
　＜カスタムグラフ＞
　ＣＰＵ２０は、上記時系列グラフ１５０ａに加えて、カスタムグラフ１８０を表示する
ようにしてもよい。カスタムグラフ１８０とは、光干渉断層計とは異なる他の装置による
検査日後の検査データをグラフ化したものである（図５参照）。
【０１６０】
　例えば、図５に示すような時系列グラフ１５０ａとカスタムグラフ１８０を並べて表示
された形式となる。カスタムグラフ１８０は、時系列グラフ１６０における層厚データの
経時的変化と共に比較して表示したい他の装置での検査データの経時的変化をグラフとし
て表示する。
【０１６１】
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　カスタムグラフとして表示される例としては、視野計などで用いられるMD値、視力検査
装置によって測定された視力値などの値が挙げられる。
【０１６２】
　なお、図５においては、時系列グラフ１６０とカスタムグラフ１８０が縦に並んだ状態
であるが、これに限定されず、一つのグラフ上に時系列グラフ１６０とカスタムグラフ１
８０を重ねて表示された表示レイアウトであってもよい。
【０１６３】
　＜補助画面＞
　補助画面として、左右眼切換ボタン２００、眼軸長／眼屈折力表示領域２１０、走査パ
ターン設定領域２２０、疾患及び期間選択領域（以下、選択領域）２３０、検査日選択領
域２４０、表示形式選択領域２５０、解析層選択領域２６０、表示画面調整部２７０が形
成されている。
【０１６４】
　切換ボタン２００は、解析結果を出力する眼を左右眼の間で選択するためのボタンであ
る。ＣＰＵ２０は、切換ボタン２００によって選択された眼に対応する解析結果及びグラ
フを、解析結果表示領域に出力する。
【０１６５】
　被検眼の眼軸長／眼屈折力表示領域２１０には、例えば、被検眼の眼屈折値、眼軸長値
等が表示される。
【０１６６】
　走査パターン設定領域２２０は、解析結果表示領域に出力する走査パターンを設定する
ための表示領域である。
【０１６７】
　走査パターン選択領域２２０には、検査開始から現在に至るまで光干渉断層計によって
取得された走査パターンと、その走査パターンによって取得された眼底上の部位を示す項
目からなるツリーが表示される。設定領域２２０のツリーの項目は、眼底上の撮影部位と
走査パターンの組合せによって種別される。例えば、黄斑マップとは、眼底上の黄斑部位
を中心としたラスタスキャンを実行したときに得られたＯＣＴデータを示す。乳頭マップ
とは、眼底上の乳頭部位を中心としたラスタスキャンを実行したときに得られたＯＣＴデ
ータを示す。また、乳頭ラジアルとは、眼底の乳頭部位を中心としたラジアルスキャンを
実行したときに得られたＯＣＴデータを示している。図６は、撮影部位として乳頭部位が
選択された際の経過観察用表示領域１００の一例を示す図であり、図７は撮影部位として
乳頭部位が選択された際のカスタマイズ画面である。
【０１６８】
　したがって、検者は、設定領域２２０にツリー形式にて選択された項目の中から所望す
る項目を選択する（例えば、項目へのクリック操作）。ＣＰＵ２０は、選択された対応す
る解析結果を表示部１上に出力する。
【０１６９】
　選択領域２３０は、解析結果表示領域に出力する結果が疾患及び経過観察期間によって
区別され、これらが選択可能である。
【０１７０】
　選択領域２３０には、例えば、複数のタブが表示されており、より具体的には、長期―
緑内障、長期―黄斑疾患、長期―カスタム、短期―緑内障、短期―黄斑疾患、単独のよう
に、長期／短期、カスタム表示を含む網膜疾患の組合せにて項目が分けられる。検者が所
望する項目を選択すると、選択された項目に対応するツリーが走査パターン設定領域上に
表示される。
【０１７１】
　長期―緑内障、長期―黄斑疾患、長期―カスタム等の長期に関する項目は、長期的な経
過観察を行うための項目である。この項目が選択されると、解析結果表示領域には、異な
る日に取得された解析結果が同時に表示されると共に、これらの解析結果に基づいて作成
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されたトレンドグラフが表示部１上に表示される。
【０１７２】
　短期―緑内障、短期―黄斑疾患等の短期に関する項目は、短期的な経過観察を行うため
の項目である。この項目が選択されると、解析結果表示領域には、異なる日に取得された
２つの解析結果が同時に表示される。２つの解析結果における網膜厚マップ、解析チャー
ト、断層画像等は、長期の項目が選択されたときに対して相対的に大きく表示される。
【０１７３】
　カスタムに関する項目は、異なる日に取得された複数の解析結果に関し、複数の表示項
目（例えば、各網膜厚マップ、各解析チャート、ＯＣＴ画像）の中から検者によって選択
された少なくとも２つの表示項目を表示するための項目である。カスタムに関する項目に
おいて表示される表示項目は、検者による入力部４での操作を介して、予め選択される。
【０１７４】
　検査日選択領域２４０は、表示領域１００に出力する検査日を選択するための表示領域
である。
【０１７５】
　検査日選択領域２４０には、設定領域２２０にて選択された項目に関して、過去から現
在までに取得されたデータの取得日（検査日）がリストとして表示されている。
【０１７６】
　各検査日には、チェックボックスがそれぞれ形成されており、解析結果領域に出力した
い検査日がチェックされると、チェックされた検査日に対応する解析結果が解析結果表示
領域１００に出力される。また、チェックボックスのチェックが解除されると、解除され
た検査日に対応する解析結果表示が、解析結果表示１００から消去される。
【０１７７】
　ＣＰＵ２０は、チェックされた検査日に対応する解析結果に基づいて時系列グラフ１５
０ａを作成し、作成された時系列グラフ１５０ａを表示部１上に表示してもよい。上記の
ように時系列グラフ１５０ａの基礎となる解析結果を、検査日毎に選択可能とすることに
より、適正な解析結果に基づくトレンドグラフを作成できる。例えば、ある検査日にて得
られたＯＣＴ画像の画質が低いような場合（例えば、瞬き発生時）であっても、対応する
検査日を選択しないことによって、トレンドグラフの基礎データとして除外される。
【０１７８】
　＜補助項目詳細説明＞
　補助項目表示領域には、表示形式選択領域２５０、解析層選択領域２６０、表示画面調
整部２７０が形成されている。表示形式選択領域２５０は、解析チャートの表示形式を選
択するための領域であり、例えば、厚み表示モードと、差分表示モードのいずれかが選択
される。厚み表示モードが選択された場合、ＣＰＵ２０は、検査日の異なる各解析結果に
ついて、網膜厚値をそのまま表現する解析チャートを表示する。差分表示モードでは、Ｃ
ＰＵ２０は、ベースラインに設定された解析結果について、網膜厚値をそのまま表現する
解析チャートを表示し、ベースライン以外の他の解析結果について、ベースラインに設定
された解析結果の差分として表現する解析チャートを表示する。
【０１７９】
　解析層選択領域２６０は、網膜厚マップ及び解析チャートとして出力される解析層の始
端と終端を設定するための表示領域である。解析層選択領域２６０にて解析層が設定され
ると、ＣＰＵ２０は、設定された解析層に関する層厚情報を取得し、取得された層厚情報
に基づいて網膜厚マップ及び解析チャートを作成する。作成された網膜厚マップ及び解析
チャートは、表示部１に出力される。
【０１８０】
　表示画面調整部２７０は、例えば、解析結果の表示色、表示部１のコントラストを調整
するための表示領域である。
【０１８１】
　なお、予め設定された基準の撮影パターン（ＢａｓｅＬｉｎｅ）に基づいたフォローア
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ップ撮影が行われている場合、ＣＰＵ２０は、断層画像間の位置ずれを画像処理により補
正してもよい。これにより、ＢａｓｅＬｉｎｅに設定された任意の位置は、自動的にＦｏ
ｌｌｏｗＵｐデータに反映される。したがって、個々に任意の位置を設定する必要はなく
なる。
【０１８２】
　なお、上記実施例について、以下のように表現することも可能である。
【０１８３】
　（１）制御部は、異なる日に取得した複数のＯＣＴデータから作成される時系列グラフ
を付加情報と共に表示する。
【０１８４】
　（２）複数のデータから求められる時系列グラフは、トレンド解析グラフを示す。
【０１８５】
　（３）　制御部は、（１）のグラフ上に手術や投薬等のイベント情報を日時と共に追記
する。
【０１８６】
　（４）　（３）で設定されたイベントの位置から新たにトレンド解析を行い、イベント
前のトレンドグラフとイベント後のトレンドグラフを表示する。また、イベント位置から
の経過時間も表示する。
【０１８７】
　（５）　（２）で、複数データから求められたトレンド解析グラフの傾きと、正常眼デ
ータによるグラフの傾きを比較し、比較結果を表示する。
【０１８８】
　（６）　（１）または（２）で、グラフで用いるデータがどの部分のデータなのかを分
かるようにグラフと共に図表で表示する。
【０１８９】
　（７）　（６）で、グラフと共に表示する図表がマップ等におけるチャートや表であり
、グラフ表示している部分を色で分かるように区別して表示する。また図表の中で、グラ
フに表示したい部分をクリックするとグラフ表示が切り替わる。
【０１９０】
　（８）　（１）又は（２）で、異なる日に取得した複数のデータから作られる時系列グ
ラフとは別に、利用者が入力したデータから作成される別の時系列グラフを共に表示する
。
【０１９１】
　（９）　（８）で利用者が入力するデータは、MD値、視力の少なくともいずれかである
。
【０１９２】
　＜時系列グラフ上の特定の期間における各検査日に関する二次元画像の出力＞
　図８は、時系列グラフ上の特定の期間における二次元画像を出力する場合の一例を示す
図である。ＣＰＵ２０は、時系列グラフ１５０ａを表示画面に表示すると共に、時系列グ
ラフ１５０ａ上に解析結果が出力された期間に関する二次元画像（例えば、撮影画像、解
析画像）を並べて表示する。
【０１９３】
　ここで、解析結果が収集された期間が長期に及ぶ場合、解析結果の収集回数が多数に及
ぶ場合、解析結果が出力された全期間に関して二次元画像が出力されると、各二次元画像
が縮小され、検者は、解析結果を確認しづらい。
【０１９４】
　そこで、ＣＰＵ２０は、特定の期間に関する各二次元画像１０５を時系列に並べて出力
してもよい。二次元画像１０５は、時系列グラフ１５０ａ上にて解析結果が出力された期
間内の特定の期間における各検査日に関する二次元画像である。二次元画像表示領域（以
下、表示領域）１０１ａは、特定の期間に関する複数の二次元画像１０５を並べて表示す



(24) JP 2014-83268 A 2014.5.12

10

20

30

40

50

るための表示領域として用いられる。
【０１９５】
　例えば、ＣＰＵ２０は、表示領域１０１ａに対する入力部４から操作信号に基づいて表
示領域１０１ａに出力する二次元画像１０５を設定してもよい。具体的には、ＣＰＵ２０
は、時系列グラフ１５０ａ上に解析結果が出力された期間に関する二次元画像が並べられ
た画像データをメモリ４０に記憶しておき、入力部４からの操作信号に応じて、メモリ４
０に記憶された画像データの特定の一部を、特定の期間に関する二次元画像１０５として
表示領域１０１ａに出力してもよい。もちろん、ＣＰＵ２０は、入力部４からの操作信号
に応じて、逐次表示領域１０１ａに出力する二次元画像を作成するようにしてもよい。こ
のようにして、表示領域１０１ａに出力される二次元画像１０５が、入力部４からの操作
を介して設定／変更される。
【０１９６】
　表示領域１０１ａに対する操作として、例えば、ＣＰＵ２０は、表示領域１０１ａ上で
のスクロール操作、ドラッグ操作、スライド操作、フリック操作等により表示領域１０１
ａに出力する二次元画像１０５を設定又は変更してもよい。
【０１９７】
　表示領域１０１ａに対する操作としては、時系列に並べられた二次元画像１０５の近傍
に表示された操作用表示領域への操作も含まれる。例えば、二次元画像１０１ａと時系列
グラフ１５０ａとの間に形成されたスクロールバー１０６をスクロールさせるための操作
信号が、入力部４から入力されると、ＣＰＵ２０は、表示画面上におけるスクロールバー
１０６の移動に応じて、表示領域１０１ａに出力する二次元画像１０５を設定／変更して
もよい。
【０１９８】
　表示領域１０１ａに出力される二次元画像１０５が選択されると、ＣＰＵ２０は、二次
元画像１０５が出力された特定の期間に関して、時系列グラフ１５０ａ上で判別可能に表
示してもよい。
【０１９９】
　例えば、ＣＰＵ２０は、特定の期間と他の期間に関して、時系列グラフ１５０ａ上のプ
ロット又は線（例えば、折れ線、トレンド直線）を異なる表示態様（例えば、異なる色、
異なる線種、塗り潰しの有無など）にて出力してもよい（図８参照）。
【０２００】
　以上のようにすれば、検者が所望する特定の期間に関する二次元画像１０５を観察でき
ると共に、二次元画像１０５が出力された期間を時系列グラフ１５０ａ上で確認できる。
【０２０１】
　なお、ＣＰＵ２０は、表示領域１５０に対する入力部４から操作信号に基づいて表示領
域１０１ａに出力する二次元画像１０５を設定／変更してもよい。
【０２０２】
　例えば、ＣＰＵ２０は、表示領域１５０上での操作位置に対応する特定の期間の二次元
画像を時系列に並べて表示してもよい。例えば、ＣＰＵ２０は、時系列グラフが表示され
た表示領域に対してクリック操作されると、ＣＰＵ２０は、クリックされた表示位置を期
間の始点とする二次元画像を時系列に並べて表示する。
【０２０３】
　また、時系列グラフ１５０ａ上において特定の期間と他の期間を分割するラインの位置
を調整し、調整されたラインによって特定された期間に関する二次元画像を二次元画像１
０５として表示領域１０１ａに時系列にて並べて表示してもよい。
【０２０４】
　なお、表示領域１５０ａに対する操作としては、時系列グラフ１５０ａの近傍に表示さ
れた操作用表示領域への操作も含まれる。例えば、時系列グラフ１５０ａの下部又は上部
に形成されたスクロールバーをスクロールさせるための操作信号が、入力部４から入力さ
れると、ＣＰＵ２０は、そのスクロールバーの移動に応じて、表示領域１０１ａに出力す
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る二次元画像１０５を設定／変更してもよい。
【０２０５】
　なお、特定の期間に関する二次元画像１０５を表示領域１０１ａに出力する場合、特定
の期間に関する二次元画像１０５を大きく表示し、他の期間に関する二次元画像を相対的
に小さく表示するような手法も含まれる。
【０２０６】
　　＜二次元画像の一部の固定表示＞
　図９は、二次元画像の一部の固定表示する場合の一例を示す図である。
【０２０７】
　例えば、二次元画像１０５の各画像に付されたチェックボックスが押されると、ＣＰＵ
２０は、これらを固定表示画像として設定する（図９Ａ参照）。もちろん、二次元画像１
０５の１つが選択されてもよいし、二次元画像１０５の複数が選択されてもよい。
【０２０８】
　そして、ＣＰＵ２０は、固定表示画像として設定された二次元画像１０５ａを、表示領
域１０１ａにおいて互いに隣接して表示する（図９Ｂ参照）。また、ＣＰＵ２０は、表示
領域１０１ａ上とは固定表示画像とは異なる表示領域において、他の二次元画像１０５ｂ
を時系列に並べて表示する。
【０２０９】
　ここで、入力部４の操作を介して、二次元画像１０５ｂを変更する指示が受け付けられ
る（例えば、二次元画像１０５ｂでのスクロール操作、ドラッグ操作、スライド操作、フ
リック操作、等）と、ＣＰＵ２０は、表示領域１０１ａに出力する他の二次元画像１０５
ｂを変更する。
【０２１０】
　なお、上記実施例の説明においては、二次元画像１０５上で固定表示画像を選択したが
、これに限定されない。例えば、時系列グラフ１５０ａ上で固定表示画像が選択されても
よい。例えば、時系列グラフ１５０ａ上のプロットがクリックされると、プロットされた
解析結果に対応する検査日の二次元画像が固定表示画像として選択される。
【０２１１】
　また、ＣＰＵ２０は、固定表示された二次元画像１０５ａに対応する解析値と、他の二
次元画像１０５ｂに対応する解析値と、との比較結果を示す二次元画像を表示するように
してもよい（図１０参照）。図１０は注目検査データからの網膜厚比較の一例を示す図で
ある。基準１の検査データは比較１と、基準２の検査データは比較２と、基準３の検査デ
ータは比較３と、解析値が比較され、比較結果が表示される。
【０２１２】
　＜断層画像上での経過観察位置の設定＞
　異なる検査日にて取得された解析結果の経過出力において、ＣＰＵ２０は、例えば、記
憶部３０に記憶された眼底断層画像を解析し、解析結果（例えば、網膜厚）を得る画像解
析手段であって、検者からの選択指示を介して選択された断層画像における少なくとも一
部での解析結果を抽出する画像解析手段として機能してもよい。解析結果として網膜厚を
得るのは、眼底の病変を診断する上で有用であるが、＜概要＞に記載したとおり、解析結
果は、網膜厚に限定されない。
【０２１３】
　いかにその一例を示す。以下の例では、被検眼の眼底上における黄斑領域を光干渉断層
計１０によりラインスキャンすることによって得られた断層画像を用いた例を示す。図１
１に示されるＯＣＴ画像は黄斑ライン画像である。
【０２１４】
　走査パターンが、一次元スキャンの場合、経過観察用表示領域１００には、眼底正面画
像、断層画像ＴＭ、網膜厚グラフ３００、時系列グラフ１５０ａが表示される。なお、一
次元状のスキャンとしては、ラインスキャンの他、マルチラインスキャン（互いに離間し
た複数のラインスキャン）、クロススキャン（互いにクロスするラインスキャン（例えば
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、十字クロス））、サークルスキャン、などのスキャンパターンが挙げられる。
【０２１５】
　網膜厚グラフ３００は、横軸が始点からの距離、縦軸が解析層の始端層～終端層の厚さ
を示す。網膜厚グラフ３００は、異なる検査日で得られた網膜厚データを同一のグラフ上
に表示する。網膜厚グラフ３００は、例えば、時系列グラフ１５０ａの隣の領域に表示さ
れる。なお、３つ以上の検査日が選択された場合、網膜厚グラフ３００には、異なる検査
日で得られた３つ以上の網膜厚データが同一のグラフ上に表示される（図１１参照）。
【０２１６】
　なお、マルチラインスキャン、クロススキャン等の場合、複数の断層画像が取得される
。この場合、各断層画像に対応する網膜厚グラフが表示部１上に同時に表示されてもよい
。
【０２１７】
　＜断層画像上でのライン設定＞
　図１２は、断層画像ＴＭ上において経過観察を行いたい位置を一次元的に設定するため
の例である。例えば、ＣＰＵ２０は、経過観察用表示領域１００に表示された断層画像Ｔ
Ｍ上においてライン表示Ｌを電子的に表示する。ライン表示Ｌは、所定の操作（例えば、
右クリック操作）によって断層画像ＴＭ上に表示される。
【０２１８】
　ＣＰＵ２０は、入力部４からの操作信号を受け付け、断層画像ＴＭ上でライン表示Ｌを
移動させる。ライン表示Ｌは、ＯＣＴデータ上の任意の２点によるラインを設定するため
に用いられる。ライン表示Ｌは、例えば、深さ方向に平行に表示され、断層画像における
特定の位置における層厚データを取得するために用いられる。なお、ＯＣＴデータ上の任
意の２点を設定できればよく、例えば、マウスのクリック操作によりラインが指定される
構成であってもよい。また、ライン表示Ｌの表示形状は、図１２に限定されず、断層画像
上でラインが設定できればよい。
【０２１９】
　ＣＰＵ２０は、入力部４を介して設定されたラインを、グラフ作成領域として設定する
。断層画像の少なくとも一つにおいてライン表示Ｌによるラインが設定されると、他の断
層画像上の同一位置においてラインが設定され、グラフ作成領域として設定される。すな
わち、ＣＰＵ２０は、ある断層画像上で設定されたラインを、他の画像に対して反映させ
る。これにより、断層画像上において検者が選択した位置が、グラフ作成領域として設定
される。なお、同一位置とは、完全に同一の位置である必要は無く、経過観察が可能に同
一位置とみなすことができるレベルであればよい。
【０２２０】
　ＣＰＵ２０は、各検査日に関する被検眼の層厚データにおいて、ライン表示Ｌによって
設定されたライン上での層厚データを取得する。ライン上の網膜層において、層厚データ
を出力する網膜層については、解析層選択領域２６０において始端層と終端層が予め設定
される。ＣＰＵ２０は、取得された各検査日の層厚データからなる時系列グラフ１５０ａ
を作成し、作成された時系列グラフ１５０ａを表示部１上に出力する。
【０２２１】
　これにより、断層画像上において検者が注目したライン、に対応する時系列グラフ１５
０ａを出力できるため、検者は、注目位置に対応する層厚データの経過観察を容易に行う
ことができる。
【０２２２】
　なお、マルチラインスキャン、クロススキャン等の場合、各検査日において走査位置（
走査の始点と終点）が異なる複数の断層画像が取得され、複数の断層画像が表示部１上に
表示される。断層画像の少なくとも一つにおいてライン表示Ｌによるラインが設定される
と、走査位置の異なる他の断層画像上の位置においてラインが設定され、グラフ作成位置
として設定されてもよい。この場合、走査位置の異なる他の断層画像上において、ライン
表示Ｌによってラインが設定された位置と始点に対して同じ距離に相当する領域において
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ラインが設定されてもよい。
【０２２３】
　＜断層画像上でのエリア設定＞
　図１３は、断層画像上において経過観察を行いたい位置を二次元的に設定するための図
である。例えば、ＣＰＵ２０は、経過観察用表示領域１００に表示された断層画像ＴＭ上
において枠Ｋを電子的に表示する。枠Ｋは、所定の操作によって断層画像ＴＭ上に表示さ
れる。例えば、断層画像ＴＭ上の任意の１点が指定された状態で、斜め方向に関するドラ
ッグ操作により表示される。
【０２２４】
　ＣＰＵ２０は、入力部４からの操作信号を受け付け、断層画像ＴＭ上で枠Ｋの大きさ、
表示位置を調整する。枠Ｋは、例えば、ＯＣＴデータ上の任意のエリア（二次元領域）を
設定するために用いられる。枠Ｋは、例えば、断層画像ＴＭの少なくとも一部の領域を囲
むように表示され、断層画像ＴＭにおける特定のエリア内における層厚データを取得する
ために用いられる。なお、ＯＣＴデータ上の任意のエリアを設定できればよく、例えば、
マウスのクリック操作又はタッチパネルでのタッチ操作によりエリアが指定される構成で
あってもよい。また、枠Ｋの表示形状は、図１３に限定されず、断層画像ＴＭ上でエリア
を設定できればよい。
【０２２５】
　ＣＰＵ２０は、入力部４を介して設定されたエリアを、グラフ作成領域として設定する
。断層画像ＴＭの少なくとも一つにおいて枠Ｋによるエリアが設定されると、他の断層画
像上の同一位置においてエリアが設定され、グラフ作成位置として設定される。すなわち
、ＣＰＵ２０は、ある断層画像ＴＭ上で設定されたエリアを、他の画像に対して反映させ
る。これにより、各検査日にて取得された断層画像上において検者が選択した領域が、グ
ラフ作成領域として設定される。なお、同一位置とは、完全に同一の位置である必要は無
く、経過観察が可能に同一位置とみなすレベルであればよい。
【０２２６】
　ＣＰＵ２０は、各検査日に関する被検眼の層厚データにおいて、枠Ｋによって設定され
たエリア内に含まれる複数の層厚データを取得する。エリア内の網膜層において、層厚デ
ータを出力する網膜層については、解析層選択領域２６０において始端層と終端層が予め
設定される。ＣＰＵ２０は、取得された各検査日の層厚データからなる時系列グラフ１５
０ａを作成し、作成された時系列グラフ１５０ａを表示部１上に出力する。
【０２２７】
　ＣＰＵ２０は、エリア内での各層厚データの基本統計値（例えば、代表値、散布度）を
算出する。ＣＰＵ２０は、取得された各検査日の層厚データの基本統計値からなる時系列
グラフ１５０ａを作成し、作成された時系列グラフ１５０ａを表示部１上に出力する。
【０２２８】
　これにより、断層画像上において検者が注目したエリア、に対応する時系列グラフを出
力できるため、検者は、気になる位置に対応する層厚データの経過観察を容易に行うこと
ができる。
【０２２９】
　なお、図中のＲＯＩとは、Ｒｅｇｉｏｎ ｏｆ Ｉｎｔｅｒｅｓｔ（関心領域）の意味で
ある。
【０２３０】
　なお、マルチラインスキャン、クロススキャン等の場合、各検査日において走査位置（
走査の始点と終点）が異なる複数の断層画像が取得され、複数の断層画像が表示部１上に
表示される。断層画像の少なくとも一つにおいて枠Ｋによるエリアが設定されると、走査
位置の異なる他の断層画像上の位置においてエリアが設定され、グラフ作成位置として設
定されてもよい。この場合、走査位置の異なる他の断層画像上において、枠Ｋによってエ
リアが設定された領域と始点に対して同じ距離に相当する領域においてエリアが設定され
てもよい。
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　また、マップデータにおいても同様の解析を行うことはできる。この場合、領域の設定
はＯＣＴ画像上に限られるものではなく、例えば、厚みマップ上でグラフ作成領域を任意
に設定することで解析値を得るようにしてもよい。
【０２３２】
　なお、上記実施形態について、以下のように表現することも可能である。
【０２３３】
　（１）制御部は、異なる日に撮影された複数のＯＣＴデータから取得できる任意の位置
の解析値を用いて時系列のグラフを作成し表示する。
【０２３４】
　（２）　（１）で、異なる日に撮影された複数のＯＣＴデータについて、最初のデータ
（ＢａｓｅＬｉｎｅ）を基に他のデータ(ＦｏｌｌｏｗＵｐデータ)各々についてBaseLine
との画像の位置合わせを行う。位置合わせを行った結果、ＢａｓｅＬｉｎｅに設定した任
意の位置は、ＦｏｌｌｏｗＵｐデータにおいても自動的に位置が設定される。
【０２３５】
　（３）　（１）で、ＯＣＴデータ上の任意の2点を設定し、2点間から得られる解析値を
用いる。
【０２３６】
　（４）　（１）で、ＯＣＴデータ上の任意の領域を設定し、領域内から得られる解析値
を用いる。
【０２３７】
　（５）　（１）～（４）のうちどれか一つで、取得された解析値を用いて時系列データ
の回帰分析を行い、求められる直線とともに直線の傾きを表示する。
【０２３８】
　（６）　（１）～（４）のうちどれか一つで、取得された解析値を用いて時系列データ
の回帰分析を行い、求められる直線からｐ値を求め表示する。
【符号の説明】
【０２３９】
　１　表示部
　４　入力部
　１０　光干渉断層計
　２０　ＣＰＵ
　３０　記憶部
　１０５　二次元画像
　１５０ａ　時系列グラフ
　１７０　計測表示領域
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